
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土
来週の奉仕者
（６月６日）

河島 稜
唯恵伝道師
日名 陽子
秦泉寺 朗子
高橋 奈津江
河島 晃太　　　　
山本 麻美
岡本 享子
神達 良子
李 雋英
山本 洋子 

：
：
：
：
：
：
:
:
：
：
：

　イザヤ書66、エレミヤ書１~６  水３金５

「賛美とともに」「賛美とともに」

司 　 　 会
代 表 祈 祷
献 　 　 金

準 備 賛 美
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）

：
：
：

聖 日 準 備
（ 消 毒 ）
食 事
片　付　け

　各　自

　各　自

牧 唯恵

　

中山英子

（ ２０２１年５月２３日 ）
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誕生者のお祝い

チャーチミーティング

　今週はイザヤ書 (66 章 ) が終了し、エレミヤ書 (1 章～ 6章 ) に
突入していきます。エレミヤ書 1 章は召命から始まり、2 章、3
章は神と民の関係を結婚関係にある夫婦の様に表現されたり、親
子関係の様に表現されたりしています。神様が恵みをもってエジ
プトを脱出させ、約束の地であるカナンに導きましたが、民の指
導者たちが神様から偶像へ鞍替えをしていきました。今までもイ
ザヤ書、列王記～歴代誌等で見る事ができましたが、農作物の豊
穣をもたらす神として考えられていたバアルを信じていました。
この偶像礼拝の罪を染みだと表現しています。ソーダや灰汁 ( こ
の当時、アルカリ性の染み抜き材として洗濯に使用していた ) を
使っても洗い落とす事ができないと神に立ち返らない事を嘆いて
います。また 3 章では、分裂してできた北イスラエルと南ユダを
姉妹の様に表現し、アッシリヤによって捕囚された、姉の北イス
ラエルを見て何も学ばず妹の南ユダも神に帰らなかったと表現さ
れています。比喩を使い、偶像礼拝から神に立ち返らないイスラ
エルの民の事が描かれています。私達も、古い価値観や、執着に
よって神様から目が離れてしまう事があります。日々のディボー
ション、ＱＴを通して神様へ目線を戻していきましょう。
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父の日礼拝

ある豪華客船が海難事故に合いました。船長は乗客をいち早く船から降ろす
ために海へ飛び込んでもらおうと試みますが、乗客はそれぞれ文化の違う国
から集まった人たちでした。そこで船長は、アメリカ人には「今すぐに飛び
込んでください！そうすればあなたは英雄です！」イギリス人には「飛び込
めば、あなたは紳士です！」イタリア人には「飛び込めば、あなたは女性に
モテモテですよ！」と言いました。
では日本人にはどう伝えますか？答えは「今すぐ海に飛び込んでください！
みんな飛び込んでいますよ！」なのです。日本人は周りに流される国民性だ
ということがよくわかりますね。それは人生に問題を招いているかもしれま
せん。私たちは周りが、していなくとも行なっていく者となりたいのです。

先週まで私たちは自由人としての生き様、ふるまいについて学びました。自
由とは思うようにふるまうことではなく、自分がその目的を果たすためにど
う生きるかを決断できることです。私たちが目的を失うと頑張ってもうまく
いきません。ですから自由というものを理解しなくてはいけないのです。そ
の目的を知るために目的を持っている人の言われている言葉に「従うこと」
そしてそのように役割を持って生きる人たちを「敬うこと」でありその根底
には兄弟たちを「愛すること」が必要です。そして立てられたリーダーたち
を「尊ぶこと」が必要なのです。
『最後に申します。あなたがたはみな、心を一つにし、同情し合い、兄弟愛
を示し、あわれみ深く、謙遜でありなさい。悪をもって悪に報いず、侮辱をもっ
て侮辱に報いず、かえって祝福を与えなさい。あなたがたは祝福を受け継ぐ
ために召されたのだからです。Ⅰペテロ３：８～９』
私たちは相手を上から目線でかわいそうと言うのではなく、理解して自分が
共有し、寄り添って愛そうとします。憐れみ深く、謙遜であることが必要です。
特に近い人から侮辱をされたと感じた時に私たちの謙遜は試されます。謙遜
を失うと本質からずれていくのです。

『いのちを愛し、幸いな日々を過ごしたいと思う者は、舌を押さえて悪を言
わず、くちびるを閉ざして偽りを語らず、悪から遠ざかって善を行い、平和
を求めてこれを追い求めよ。Ⅰペテロ３：１０～１１』
「偽りを語らず」聖書の偽りとは「心の中の思いと反対のことを言ってしま
うこと」です。私たちが幸いな時を過ごしたいと思うなら、自分の本来の目的・
思いとは違うことを言うのではなく良心に従って自分の心の中にある本音の
ことばを話すことです。本当に大切なものがあるなら偽りがあってはなりま
せん。特に何かが起こった時こそ「舌を制せず悪を言う」ことを「もうしない」
と決断するのです。間違った言動をすれば、それは後に大きな傷になってい
きます。。私たちの心の根底が変わらなければ相手に対する言動や態度は変
えられないのです。「善を行う」ことは生きる為に必要なことです。そして「平
和」は追い求めるものです。

『いや、たとい義のために苦しむことがあるにしても、それは幸いなことです。
彼らの脅かしを恐れたり、それによって心を動揺させたりしてはいけません。
むしろ、心の中でキリストを主としてあがめなさい。そして、あなたがたの
うちにある希望について説明を求める人には、だれにでもいつでも弁明でき
る用意をしていなさい。ただし、優しく、慎み恐れて、また、正しい良心をもっ
て弁明しなさい。Ⅰペテロ３：１４～１６』
最善を尽くすためには私たちには違う方を選ばない決断が必要です。仕事や
名誉を求めるのではなく、良い事のために苦しみを受けるならそれは喜ぶこ
とです（義のために迫害される者は幸いです。天の御国はその人たちのもの
だから。マタイ５：１０）善と平和を求めるなら必ず理解されます。屈辱に
屈辱で答えるように相手を裁くのではなく、記憶をしっかり整理して意思を
もって、そのために説明できるよう慎み恐れて備えておく必要があります。
人生を変えたいのであれば慎むべきです。
『もし、神のみこころなら、善を行って苦しみを受けるのが、悪を行って苦
しみを受けるよりよいのです。キリストも一度罪のために死なれました。正
しい方が悪い人々の身代わりとなったのです。それは、肉においては死に渡
され、霊においては生かされて、私たちを神のみもとに導くためでした。Ⅰ
ペテロ３：１７～１８』
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これがキリストの十字架のヒストリーです。「身代わり」には「抱きしめる・
優しく慰める」という意味があります。彼が十字架に向かう時、自分を罵
る者を優しく慰め、自分を裏切った者を赦し、慎みをもって正しい良心を
もって教えました。正しい良心は罪人に伝わった時にその行いが罪である
ことを教えます。

その為に、本能（不平）によって決めつけた記憶を整理する必要があります。
イエス様によって赦され優しく包まれていることを受け取り、良心による
本心によって「意思を持って整理」するのです。私達の記憶は多くの場合
が被害者としての記憶です。誰かに言われたりされたりした記憶はあるの
ですが、自分がどうだったか？を振り返る事をしません。「意思を持って整
理」とは、その出来事の中で自分がした良くなかった事を振り返り、自分
の良くなかった事を知る事です。私達はそのように良心により記憶を整理
した時に生き方を変える事ができます。

『昔、ノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が忍耐して待っておられた
ときに、従わなかった霊たちのことです。わずか八人の人々が、この箱舟の
中で、水を通って救われたのです。そのことは、今あなたがたを救うバプテ
スマをあらかじめ示した型なのです。バプテスマは肉体の汚れを取り除くも
のではなく、正しい良心の神への誓いであり、イエス・キリストの復活によ
るものです。キリストは天に上り、御使いたち、および、もろもろの権威と
権力を従えて、神の右の座におられます。（Ⅰペテロ３：２０～２２）』
バプテスマとはとても大切なサクラメント（儀式）ですが、何かが変わる
わけではなく、当時ナーマン将軍が、らい病にかかってしまい、預言者によっ
て、汚れたヨルダン川に七度体を浸けなさいと言われますが拒否します。
ですが信頼ある部下の助言によりそれを行い病は癒されました。ナーマン
将軍にとっては “世俗” という意味を持つヨルダン川に “完全なる” 意味
を持つ７度浸かることは屈辱的な行いでしたがそれをすることで自分のプ
ライドに完全に死んだのです。これはひな形の一つにすぎませんが、後に
バプテスマのヨハネによって人々は自分を捨てる決断（バプテスマ）を授
かっていきます。これは昔の生き方を捨てる決断です。

私たちは決断をし、愛をあらわす者へと変えられるのです。私たちが自分
のしたことが間違っていたことに気づかなかったためにイエス・キリスト
は代わりに十字架に進み私たちに示されました。私たちは生き方を選ぶこ
とができます。イエス・キリストが私たちに教えてくれたのは自らの関係
の回復であり本当の生き方なのです。
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「生き方によって選びを示す
  あなたの決断【バプテスマ】と新生の道」　 Ⅰペテロ３:10-22

さいごに

神聖ローマ帝国の皇帝フリードリッヒ二世は、人間は生まれた時から
何かしらの「言葉」を持っていると信じていて、その言葉を確かめたかっ
たので、ある恐ろしい実験をしました。部下に５０人の生まれたばか
りの赤ちゃんを集めさせ、部屋に隔離し乳母たちに、下記の条件で実
験を行うように指示しました。
● 赤ちゃんの目を見てはいけない・笑いかけてはいけない・話しかけ
てはいけない・ミルクを与える・お風呂に入れる・排泄の処理をする
　つまり衣食住、生きるための世話はきちんとするけれど、スキンシッ
プは一切取ってはいけないというものでした。結果は悲惨なものでし
た。３歳までに49人、6歳までに1人、なんと全員が生きることが出
来なかったのです。この事からも人間は衣食住が与えられてもそこに
愛情や人間的出会いがないと生きることができないのです。
人を裁いているなら王様です。私達は良心によって記憶を整理し愛を
現す決断をしましょう。自分の非を認めて放蕩息子のが父の元に戻る
ように、私達が神様の元に戻るとき関係が回復し私達も本来の姿に戻
ります。それが真の礼拝です。この恐ろしい実験を元に作られた「パ
ワー・オブ・タッチ（ふれあいの力）」を紹介します（。※ここには載
せませんがご興味のある方は見てみて下さい。）
今日、私達は悪を捨て・善を行う、愛を現す決断をしましょう。二度
と古い自分を生き返らせない決断（バプテスマ）と行動によって新生
の道が用意されています。

神聖ローマ帝国の皇帝フリードリッヒ二世は、人間は生まれた時から
何かしらの「言葉」を持っていると信じていて、その言葉を確かめたかっ
たので、ある恐ろしい実験をしました。部下に５０人の生まれたばか
りの赤ちゃんを集めさせ、部屋に隔離し乳母たちに、下記の条件で実
験を行うように指示しました。
● 赤ちゃんの目を見てはいけない・笑いかけてはいけない・話しかけ
てはいけない・ミルクを与える・お風呂に入れる・排泄の処理をする
　つまり衣食住、生きるための世話はきちんとするけれど、スキンシッ
プは一切取ってはいけないというものでした。結果は悲惨なものでし
た。３歳までに49人、6歳までに1人、なんと全員が生きることが出
来なかったのです。この事からも人間は衣食住が与えられてもそこに
愛情や人間的出会いがないと生きることができないのです。
人を裁いているなら王様です。私達は良心によって記憶を整理し愛を
現す決断をしましょう。自分の非を認めて放蕩息子のが父の元に戻る
ように、私達が神様の元に戻るとき関係が回復し私達も本来の姿に戻
ります。それが真の礼拝です。この恐ろしい実験を元に作られた「パ
ワー・オブ・タッチ（ふれあいの力）」を紹介します（。※ここには載
せませんがご興味のある方は見てみて下さい。）
今日、私達は悪を捨て・善を行う、愛を現す決断をしましょう。二度
と古い自分を生き返らせない決断（バプテスマ）と行動によって新生
の道が用意されています。

セル祈祷会
早天祈祷会6：00~

矢崎加依

中川英紀

岩崎祥誉　日名創真

楠田富恵

秋山耕平

泉水誠

谷口則子

牧 祐　日名聖也

牧 三貴子

金光包子

藤本ちひろ

河島晃太

最近いつも通勤の時に、15 周年の CD を聴いています。最初はただ聴く
だけだったけど、いつのまにかその賛美を聴きながら歌っていました。
最初は鼻歌でしたが、車の中は特に一人ということもあって、最近はか
なり、大きな声で歌っています。聴きながらその曲をつくった人の顔や
歌っている感じを思い浮かべたり、その人がつくった思いはこうかなあ
と自分なりに感じたりしています。
改めて考えてみると、通勤している時、いろいろな自分がいるなあと思
います。賛美を大きな声で歌っている時もあれば、賛美をただ流し聴く
だけの時、「これを聴こう」とその曲だけを聴いている時、音を切って全
く何も聴かずに行く時など色々です。その日の調子によって違います。
そうしてみると、この姿は礼拝の賛美の時も同じだなと思います。心か
ら賛美ができていることもあれば、「あの人、賛美ができているかなあ」
と周りを気にしてしまう時、あまり元気に歌えない時など色々です。だ
けど、「賛美しよう」と思い、賛美をしているうちに、最後はいつも元気
になり、心はすっきりしています。やはり賛美ってすごいなあと思います。

「ラッパを吹き鳴らす者、歌うたいたちが、まるでひとりででもあるかの
ように一致して歌声を響かせ、【主】を賛美し、ほめたたえた。そして、ラッ
パとシンバルとさまざまの楽器をかなでて声をあげ、「主はまことにいつ
くしみ深い。その恵みはとこしえまで」と【主】に向かって賛美した。
そのとき、その宮、すなわち【主】の宮は雲で満ちた。」（Ⅱ歴５：１３）

最近はコロナの影響で、教会でみんなでそろって賛美が出来ません。今
は小さい地域の教会ごとでの賛美や礼拝をしていて、それも必要だと思
います。でも、やはり私は早くみんなで教会に集まって、この御言葉の
ように一緒に一致して賛美がしたいなあと思っています。

早天祈祷会6：00~

黙示録　福澤師

　１日　山本心春
　　　　栗原颯太
　２日　福山友梨
　６日　實金克治

７日　森田莉功
９日　曽我菜々子
　　　西嵜　優
　　　高杉美代

13 日　佐藤　裕
　　　 佐藤　彰
　　　 鈴木誠一
　　　 鈴木大智

20 日　堀川あや　　 
22 日　新開佑香
　　　 野上怜律
23 日　矢崎晴大
　　　カスティロ遥

14 日　藤原すず花
15 日　泉水幸誠
16 日　梁平慧
　　　佐藤文音

10 日　 辻　総一郎
11 日　 佐藤怜香

24 日　牧兪以子
25 日　横田美鈴
　　　中島幸子　
27 日　澤口建樹

早天祈祷会6：00~ ﾕｰｽ礼拝17：00~

国民性の違い国民性の違い

早天祈祷会6：00~

ﾕｰｽ礼拝17：00~早天祈祷会6：00~

ﾕｰｽ礼拝17：00~

ﾕｰｽ礼拝17：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~
19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

早天祈祷会6：00~
19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

酒井弘志 教会礼拝チーム
＋西嵜家チーム

 主　日　礼 　拝 主　日　礼 　拝

自由人としてどうふるまうのか？自由人としてどうふるまうのか？

正しい言動正しい言動

慎み備える慎み備える

記憶の整理記憶の整理

正しい決断正しい決断


